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こぐまのクーク物もの語がたり




はじめての海うみとキャンプ








かさいまり・作／絵
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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　海うみに行いくよ







　北きたのはずれに、『ろくごう』という森もりがある。

　夏なつの朝あさ早はやく、この森もりをぬけて走はしっていく、

　二に台だいの車くるまがあった。
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　前まえを走はしっている青あおい車くるまには、

　こぐまのクークと、父とうさんと母かあさんがのっていた。

「ううっ、ううっ」

　後うしろのざせきから、クークの声こえ。

　じょしゅせきの母かあさんが、

　ふり返かえって聞きいた。

「クーク、どうしたの？

　おなか、いたいの？」

「ちがうよ。

　ぼく、海うみ見みるの、はじめてでしょ。

　泳およぐのも、はじめてでしょ。

　だから、うれしすぎて走はしりたいんだ。

　それを、ぐっとがまんしてるから、

　たいへんなんだよ」
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　父とうさんと母かあさんは、くすくすわらう。

「そうだな。このあたりは冬ふゆが長ながくて、夏なつは、あっという間ま。

　海うみで泳およげる日ひは、一いち年ねんで少すこししかないから、

　今日きょうは、やっと行いけるなあ」

　父とうさんが運うん転てんしながら言いった。

「そうね。やっと、クークをつれていかれるわ」

　と、母かあさんもうなずく。

「うん。ぼく、うきわもはじめてでしょ。

　ゲンゲンや、サーハも、はじめてなんだよ」

　クークは、ぱんぱんにふくらんだうきわを、

　ぎゅっと、だきしめた。
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　買かってもらったばかりの

　水みず玉たまもようのうきわ。

　クークのとなりや、

　後うしろのトランクには、

　にもつがいっぱい。

　海うみで使つかう、ビーチパラソルやテント、

　たくさんの食しょく料りょうや、食しょっ器きなど、

　山やまのようにつみこまれている。

　クークは、移うつりかわっていく

　まどからの景け色しきを見みながら、

　海うみのことをそうぞうしていた。

「ねえ、父とうさん。

　このうきわをしてたら、

　本ほん当とうに、ぷかぷかうかぶの？」

「ぷかぷか、うかぶよ」

「海うみは、深ふかいんでしょ？

　足あしはつかないんでしょ？

　それなのに、しずまないで、

　ぷかぷかなの？」
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「そうだよ。ぷかぷかだよ」

「うきわって、えらいんだね。

　父とうさんも、うきわ使つかうの？」

「父とうさんは泳およげるから、

　うきわのお世せ話わには、ならないな」

「ふーん。ぼくは、うきわのお世せ話わになる。

　母かあさんは？」

「母かあさんも、うきわのお世せ話わにならないわ。

　でもね、泳およぎつかれたら、

　お世せ話わになるかしら」

「その時ときは、ぼくの、かしてあげるね」

「ありがとう。その時ときは、

　クークのうきわにつかまって、

　のんびりするわ」

「ぼくにとって、うきわは海うみの中なかで、

　はちみつより、だいじかもしれない」
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　クークは、しんけんに、そう思おもった。

　本ほん当とうは、ちょっとこわかったから、

　また、ぎゅっと強つよく、うきわをだきしめた。

[image: ]「そうだ、父とうさんが作つくったキャラメルあったんだ」

　クークは、となりにおいてあったふくろの中なかから、

　小ちいさなふくろを取とりだした。
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　まっ白しろいキャラメルを口くちに入いれると、ほわんとして、

　少すこしだけきんちょうがとけたような気きになった。

　昨日きのうの夜よるに、クークも手て伝つだって作つくったキャラメルだから、

　よけいに、おいしい。




　クークたちの車くるまの後うしろから、

　赤あかい車くるまがついてくる。

　ゲンゲンの父とうさんの運うん転てんで、

　じょしゅせきには、サーハの父とうさん。

　後うしろのせきには、ゲンゲンの母かあさん、

　ゲンゲン、サーハがのっていた。

　クークの父とうさんからもらった、

　キャラメルを口くちに入いれながら、

　ゲンゲンは、うきわを首くびにかけて、

　ずっと、しゃべりっぱなし。
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「なあ、母かあちゃん。うきわがあれば、ぜったいおぼれないか？」

「ああ、うきわのせんを

　引ひっこぬかないかぎり、だいじょうぶさ」
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「おれ、ぜったい、引ひっこぬかない。

　うきわは、おれの命いのちだ」

「わたしも、うきわがあるから、だいじょうぶね」

　サーハは、うきわを、きゅっきゅっと、なでた。

「おれ、思おもうけど、うきわを

　発はつ明めいしたヤツって、かなりすごいな」

「そうよね。だって、ほんとは

　しずんじゃうのに、うかんでるんだもの」

「おれもなんか発はつ明めいするかな」

「ゲンゲンの発はつ明めいするすがたを見みるだけでも、

　母かあちゃんは、うれしくて、なみだがでるよ」

「えへっ」

　ゲンゲンは、頭あたまをぽりぽりかいた。




　二に台だいの車くるまは、林はやしをすぎ、山やまをこえると、けしきが、さあーっと変かわった。

「クーク、海うみが見みえてきたぞ」

「うわあーっ」

　父とうさんの声こえといっしょに、車くるまのまどの向むこうには、どこまでも広ひろい海うみ。

「うわぁー、海うみだあ」
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　クークはうれしくて、口くちを開あけたまま。




　赤あかい車くるまのゲンゲンやサーハも、

　はじめての海うみに大おおはしゃぎ。
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「きれい！」

「でかいな」

「海うみは、何なん年ねんぶりかなあ」

　と、サーハの父とうさんも目めを細ほそめる。

「泳およぎのほうは、どうですか？」

　と、ゲンゲンの父とうさんが聞きくと、

「いやあ、ぼちぼちですよ」

　と、サーハの父とうさん。

　きらきらした海うみが近ちかづいてくる。

「パラソルの下したで、ゆうがにお茶ちゃを飲のみながら、

　ずっと海うみを、見みつめていたいわあ」

　ゲンゲンの母かあさんが言いうと、

「あれ？　母かあちゃん、海うみは見みるより、

　泳およぐのが一いち番ばんって、昨日きのう言いってたぞ」

「何なに言いってんだい。

　泳およいで休やすんで、泳およいで休やすむということさ」

「ついたぞ、ついたぞ」

　ゲンゲンの父とうさんが、わらいながら言いう。

　二に台だいの車くるまは、とめるのに、

　ちょうどよい場ば所しょをさがした。

　水すい平へい線せんのかなたまでつづく、

　まっ青さおな海うみと

　白しろい波なみが打うちよせるすな浜はま。

　クークたちの、はじめての海うみが待まっていた。







　　波なみと遊あそんで







「海うみだあーっ」

　クークと、サーハと、ゲンゲンは、ついたばかりの

　車くるまからとびおりると、海うみに向むかって走はしった。
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「わぁーっ」

「わーい」

「うっひゃあ～」

　どんなかんせいをあげても、

　たりないくらい、どきどきの顔かお。

　サーハは、すな浜はまに立たって波なみを待まつ。

「白しろい波なみって、レースのフリルみたい」

　はじめて、波なみが、ばしゃーっと、

　おなかにあたると、

　サーハは、あんまり楽たのしかったので、

　わらってしまった。

　それからは、引ひいていく波なみを追おいかけ、

　波なみに追おいかけられる。
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「きゃっきゃっ」

　波なみにつかまらないように、全ぜん速そく力りょくでにげる。

「楽たのしい！」




　ゲンゲンは、ばしゃばしゃと、

　打うちよせる波なみに、とっしんして、

　波なみをかぶってみた。
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「うおっ、気き持もちいい！」

　波なみがすな浜はまに打うちよせ、

　ワカメをおいて、すうっと、

　引ひいていった。

　ゲンゲンは、波なみを待まつ。

「来くるぞ、来くるぞ！」

　ザバーッ、

　ザバーッ。

　波なみがおなかにかぶった。
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「ぴゃあっ、

　あはははっ！」

　波なみは、つぎからつぎへと

　打うちよせ、そのたびに、

　ゲンゲンのおなかにかぶる。

「おっもしろいなあ」




　クークは、波なみに近ちかづけない。

　波なみの近ちかくまで、ようやく来きたけれど、

　急きゅうにこわくなって、

　立たちすくんでしまった。
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「波なみって、どんどんできるんだなあ」

　たえまなくやってくる波なみを

　見みているだけ。

　サーハやゲンゲンを、

　ちらっと見みると、

　すっかり楽たのしそうに遊あそんでいる。

　サーハが、手てをふりながら大おおきな声こえで言いった。

「クーク！　おもしろいね」

「う、うん」

　声こえにならないほどの小ちいさな声こえ。

　でも、思おもいっきり、

　だいじょうぶそうな顔かおをして、手てをふった。

　ようやく決けっ心しんして、

　小ちいさな波なみが来くるところに立たち、

　じっと、足あしもとを見みた。
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　ばしゃーっと、波なみはクークの

　足あしもとを通とおりすぎる。

　さーっと引ひいていくとき、

　クークは、すなの中なかに、

　足あしがうもれていくのを感かんじた。

　足あしのまわりのすなが、

　むにゅむにゅっと動うごく。

「すなが、生いきてるみたい」

[image: ]

　それが、おもしろくなって、

　波なみが来くるたびに、

　そのかんしょくを何なん度ども味あじわった。

　ゲンゲンがやって来きて、

「クークもやろうぜ」

　と言いいながら、急きゅうにクークの手てを引ひっぱって、

　大おおきな波なみが来くるところまで行いった。

「来くるぞ、来くるぞ！」

　おなかまで波なみをかぶって、クークは、

「ぎゃーっ」

「すごいだろ！」

「うん」

「もう一いっ回かい行いくぞ」

　なんども波なみをかぶる。

　そのうち、サーハもいっしょになって、

　波なみをかぶった。
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「あのこたち、とっても

　楽たのしそうだな」

　遠とおくで見みていたゲンゲンの父とうさんが、

　わらいながら言いう。

　ようやく、クークの父とうさんたちは、

　車くるまからにもつを運はこびおえ、

　じゅんびをしているところだ。
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　大おおきなパラソルを開ひらいて、

　シートをしく。

　おりたたみのテーブルを組くみたて、

　その上うえにはバーナー、

　その横よこには、グリルをおいた。

　三さん家か族ぞく分ぶんの明日あしたの朝あさまでの、

　食しょく料りょうや食しょっ器きも、たくさんある。




　父とうさんたちは、草くさ地ちにテントをはる。
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　こどもたちだけの小ちいさなテントと、

　大人おとなたちが入はいれる大おおきなテントが、

　てぎわよくはられていった。

　じゅんびがおわって、

　波なみ打うちぎわへ行いくと、

　クークたちのうれしそうな顔かお。

　大人おとなたちも、こどもみたいに波なみと遊あそんだ。
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「海うみっていいわねぇ」

　クークの母かあさんが、しみじみと言いった。

　クークの父とうさんが、

　みんなに聞きこえるように、

　大おおきな声こえで言いった。

「海うみのはしっこは、海かい岸がんだよ。

　陸りくのはしっこも海かい岸がんだよ。

　だから、みんなは、今いま、

　海うみと陸りくのさかい目めにいるんだよ」

　みんな、あらためて、

　今いまいる場ば所しょを見みつめなおした。

「海うみの生いき物ものと、陸りくの生いき物ものが、

　出で会あうところだね」

　と、サーハの父とうさんが言いう。

　ザザーッ、ザザーッと、

　たえまなく打うちよせる波なみ。

　どこまでもつづく海うみに向むかって、

　クークは大おおきな声こえで、さけんだ。

「はじめまして──っ」

　サーハもゲンゲンもいっしょに、

「はじめまして───っ」







　　うきわの おかげ







　いよいよ海うみに入はいる。みんなどきどきだ。

　ゲンゲンの父とうさんが、

　海うみに入はいるときの注ちゅう意いをした。

「いいか、遠とおくに行いかない。

　このへんの浅あさいところで泳およぐ。

　深ふかいところには行いかない。

　ひとりにならない。

　何なにかあったら、すぐ大おお声ごえを出だす」
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　ゲンゲンは早はやく泳およぎたくて、うずうずしている。

　クークは、ちょっとこわかったから、

　しんけんに聞きいた。

「じゃあ、今いまから、じゅんび運うん動どうだ」

「えーっ、まだ泳およげないのーっ」

「こら、ゲンゲン、じゅんび運うん動どうは大たい切せつだ」

　うでをまわしたり、

　足あしのアキレスけんをのばしたり、

　しっかり、運うん動どうを終おえると、

　うきわに、体からだを通とおして、りょう手てでおさえながら、

　おずおずと、海うみに入はいっていく。

「ひゃーぁ」

　クークたちのかんせいがあがる。

　本ほん当とうにうくのか心しん配ぱいだったクークは、びっくりした。

「ぼく、うかんでるよ」

　サーハもゲンゲンも、さいしょは、

　おそるおそるだったけれど、

　すぐ、うきわといっしょに、ゆらゆらうかんだ。
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「すげぇ。おれ、泳およぐぞ」

　ゲンゲンは、手てと足あしを、

　バシャバシャさせる。

「わたしも！」

　サーハも、水みずしぶきをあげて、

　パシャパシャ。

　見みていたクークも、

　しっかりうきわにつかまって、

　足あしをバシャバシャ。
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「うわぁ、うわぁ」

　それを、にこにこ見みている大人おとなたちも、

　まわりで、すいすい泳およぐ。

「うきわのおかげで、ぼくうかんでる」

　クークは、むねがいっぱいになっていた。

　ゲンゲンも、

「山やまも好すきだけど、海うみも好すきになった」

　サーハも、

「うん。泳およぐって、こんなに楽たのしいんだあ」

　青あおい空そらと青あおい海うみにかこまれ、

　三みっつのうきわが大だいかつやく。

　クークの母かあさんが、うきわにつかまってきた。

「ちょっと、ひと休やすみさせてね」

　クークのうきわで、母かあさんも、ぷかぷか。

　そのとき、

「ゲンゲンがいない！」

　サーハの声こえに、みんなびっくり。
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　ゲンゲンのうきわだけが、

　ぷかぷかうかんでる。

「ゲンゲン、どこ？」

「おぼれちゃった？」

「ゲンゲーン！」

　ぐるっと見みまわしても、見みあたらない。

　クークもサーハも心しん配ぱいで、

　しんぞうがどきどきしてきた。

　ひっしで自じ分ぶんのうきわに、しがみついた。

　体からだじゅうがこわばってくる。

　大人おとなたちは、いっせいに

　海うみの中なかにもぐった。

　ゲンゲンが、海うみの中なかで

　もがいているのを、

　まっ先さきに、サーハの父とうさんが

　見みつけた。

　ゲンゲンの体からだをかかえると、

　上うえに引ひきあげていく。
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「ゲンゲン！」

「見みつかったあ」

　ゲンゲンは、ぐったりしている。

　クークは、まっ青さおになって、

　がたがた、ふるえが止とまらない。

　すな浜はまにねかせると、すぐに水みずをはかせた。

「ゲンゲン！」

「だいじょうぶか？　ゲンゲン！」

　ゲンゲンが、ゴボゴボと、水みずをはいて、

　ふーっと息いきをはいた。

「ばか！　何なにやってんだ！」

　ゲンゲンの母かあさんが、ぎゅっと、ゲンゲンをだきしめた。
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「うっ、母かあちゃん、そんなにきつくしたら、

　おれ死しんじゃう。

　おれ、うきわのせん、

　引ひっこぬかなかったぞ」

「じゃあ、なんでうきわからはなれたんだ？」

「ちがうよ。さかさまになってみたかった」

「はっ？」

「だから、うきわから足あし出だして、

　さかさまになったら、

　海うみの中なかが見みえると思おもったんだ。

　そしたら、うきわがぬけた」

「あったりまえだろ、もう！」

「ゲンゲン、すごいね。

　ぼく、こわくてそんなことできない」

　クークは言いいながら、

　ほっとして、力ちからがぬけた。

「ほんとに、ゲンゲンは、

　ゆだんもすきも

　あったもんじゃないよ」

　ゲンゲンの母かあさんは、あきれ顔がお。
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「そういえば、父とうちゃんも、小ちいさいとき、

　ゲンゲンと同おなじことをして、

　父とうちゃんの父とうちゃんと母かあちゃんに、

　すごく怒おこられたな」

「そうだったの？

　まったく、親おや子こだねぇ」

　ゲンゲンの母かあさんは、ますますあきれた。




「みんなで、ちょっとひと休やすみしましょう」

　クークの母かあさんが、飲のみものをよういした。
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　みんなが、落おちついてくると、

　[image: ]父とうさんは、かわつきのまま、

　とうもろこしをグリルでやきはじめた。

　こげるから、はしのほうでやく。

　十じゅう五ご分ふんくらいたつと、やけてきて、

　あちちっと言いいながら、かわをむく。

　とかしたバターと、しょうゆを、

　はけでぬって、また、軽かるく火ひであぶる。

　しょうゆのこげるおいしそうな、いいにおいがしてきた。

　みんなは、〝やきとうもろこし〟を

　りょう手てに持もって、かぶりつく。

「あまくておいしいね」

「こんなにおいしいのはじめて」

　あまく、こうばしいかおりの

　とうもろこしを、夢む中ちゅうで食たべる。
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　[image: ]クークの父とうさんは、

　クーラーボックスに入はいっていた

　メロンを取とりだした。

　一ひと口くち大だいに切きったメロンに、

　つまようじをさして、

　こおらせておいた、〝こおりメロン〟。
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　クークたちは、つめたいメロンを口くちに入いれる。

「うわあ、つめたくておいしい！」




　大人おとなたちが、休やすんでいる間あいだに、

　クークたちは、また、泳およぎに行いった。

　うきわを持もって、

　海うみに、じゃぼじゃぼ入はいっていく。

「ゲンゲン、うきわから顔かおを出だすのよ」

「わかった！」
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　みんなで、すいすい。

　三みっつのうきわが、また、大だいかつやく。

　ゲンゲンは、あんなにこわい目めにあったのに、

　もうバシャバシャ楽たのしそうに泳およいでいる。

　クークは、逆ぎゃくにこわくなって、

　足あしのつくところで、

　バシャバシャ、バシャバシャバシャ。

　でも、波なみが来きて、すいーっ。

　波なみうちぎわから、はなれてしまった。

「クーク、そんなとこまで行いったのかあ、

　そこは、深ふかいぞぉ～～～」

　ゲンゲンが、おどかすように言いう。

　急きゅうに、クークはこわくなって、あわてた。

「サーハ、サーハ！」

　キャッキャッと、泳およいでいたサーハがよってきた。

「クーク、どうしたの？」

「ここ、深ふかそうだから、もっと

　浅あさいところに行いきたいんだけど」

「いいよ。いっしょに行いこう」

　クークと、サーハは、波なみうちぎわに

　バシャバシャ向むかう。

　ようやく、クークは、ほっとして、泳およぎはじめた。

　海うみは、きらきらして、

　ときおりカモメがとんでくる。
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　クークは、空そらを見みながら、

　海うみの魚さかなになったような気き分ぶんで、

　バシャバシャ泳およぐ。







　　何なにか ふんだ？







　海うみの水みずとすながまざったところで、

　どろんこ遊あそびのように、

　クークたちは、

　小ちいさな山やまを作つくった。

　ペタペタ、ペタペタ。

「ぼく、ぼくを作つくろうっと」

　クークは、耳みみをつけた、くまの顔かおを作つくった。
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「わぁ、大おおきなクークの顔かお！　口くちがにてる」

　サーハは、かめを作つくっていた。

　大おおきなかめの横よこに小ちいさなかめ。
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「お母かあさんと、こどものかめが、

　海うみに帰かえるところなの」

「ほんとに、動うごいていきそうだね」

「あれ？　ゲンゲンは？」

　あたりを見みまわすと、

　遠とおくの岩いわ場ばで、手てをふっている。

　クークと、サーハが岩いわ場ばに行いくと、

「おい、びっくりするくらい、いろんなのがいるぞ」

　ゲンゲンは、石いしのうらをひっくり返かえして、

　見みせてくれた。

「ほんとだ。名な前まえわかんないけど、

　なんだかいるね」

　クークは、のぞきこんで言いった。

「わたし、これ知しってる。

　このトゲトゲのって、ウニだわ」
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「トゲトゲ、いたそうだね」

　そのとき、クークは、何なにか、ぐにゃっとしたものをふんだ。

「ぎゃーっ」
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　ぶるっとしたクークは、こわくて、

　足あしもとを見みられない。

　きんちょうで足あしが動うごかない。

　サーハとゲンゲンが見みると、

「むっ、むらさき！」

　むらさきのえき体たいが、クークの足あしもとから、

　もやもやっと出でて、まわりは、むらさき色いろ。

「クーク、むらさきかいじゅうが

　おまえの足あしを、とかしてるぞ！」

「ぎゃーっ」

　クークのさけび声ごえ。
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　自じ分ぶんの足あしが、とけているのか、いたいのか、

　なんにもわからない。

　石いしのように、クークは、

　そこにかたまったまま。

　そのとき、ゲンゲンの父とうさんがやってきて、

　ひょいと、クークの足あしもとを見みた。

[image: ]

「おーっ、きれいなむらさきだな。

　げんそうてきだ。

　クーク、アメフラシだ。

　こいつは、クークがふんだから、

　自じ分ぶんの身みを守まもるために、えき体たいを出だしたのさ」

「父とうちゃん、クークの足あし、

　とけてないのか？」

「あはは、だいじょうぶだよ」

「うっ、うっ」

　クークは、きんちょうと安あん心しんと、

　ぐにゃっとしたかんしょくの

　気き持もち悪わるさとで、

　どうしていいかわからない。
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「クーク、こわかったのか。

　そうか、そうか。

　この岩いわの上うえに、少すこしすわってるといい」

　ゲンゲンの父とうさんに言いわれても、

　クークは、まるで動うごかない。

「クーク、どうした？」

「ぼく、動うごけない」

「そうか、よっぽどこわかったんだな」

　ゲンゲンの父とうさんは、クークをだきあげて、

　岩いわの上うえにのせようとした。
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「おっ、さすがにくまのこだ。

　重おもいぞ！」

　ゲンゲンの父とうさんは、おなかに力ちからを入いれて、

「よいしょっ」

　と、クークを持もちあげ、ようやく、

　岩いわの上うえにすわらせた。

　クークの目めから、なみだが、ぽろっ。

　ぽろぽろ。

[image: ]

　なけばなくほど、

　さっきのこわさがよみがえってくる。

　クークは足あしを海うみの水みずにつけて、

　ごしごしあらった。

　もう、何なにもついてないのに

　ごしごしあらった。

「クークって、よっぽど、

　ぐにゃぐにゃしたものが

　にがてなのね」

「そうだよな。まえにも、ヘビにさわられて、

　気きをうしなったもんな」

「このアメフラシは、みごとに大おおきいから、

　えき体たいも、たくさん出でていたしなあ」
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　と、ゲンゲンの父とうさんは、

　クークの頭あたまをなでた。

「どうして、アメフラシって言いうの？」

　サーハが聞きくと、

「雨あま雲ぐものようなむらさきのしるを出だすから、

　雨あめフラシって言いったり、

　いじめると、雨あめがふるから、雨あめフラシって言いったり、

　まあ、どっちだろうな」

　と、ゲンゲンの父とうさんが教おしえてくれた。

「ぼく、こわいものが、

　ひとつふえたよ」

　クークは、力ちからなく言いった。

　それでも、岩いわ場ばは、いろんなものがいて、

　楽たのしいから、しばらくすると、

　クークは、みんなといっしょに、また遊あそびはじめた。

　もう二に度どと、アメフラシをふまないように、

　気きをつけながら。
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「アメフラシは、ちっとも悪わるくない。

　ぼくが、ふんじゃったから」

　と、もうしわけなさそうに、

　クークはつぶやいた。







　　海うみべの昼ひるごはん







　カモメが、ゆうらりゆうらり、とんでいるのを見みていると、

　クークのおなかが、くうっとなった。

「おなか、すいたなあ」

　ふりむいて、父とうさんをさがした。

　ちょうど、そのとき、クークの父とうさんが

　大おおきく手てをふった。

「ごはんだよーっ」

　みんな、いっせいにかけだした。

　[image: ]テーブルのまわりに集あつまると、

　てっぱんの上うえでは、

　大おおきなさけの半はん身みが、

　やかれていて、そのまわりには、

　たくさんのやさいもある。
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「〝ちゃんちゃんやき〟だあ」

　クークが言いうと、

「そう、これは、

　外そとで食たべるのが一いち番ばんなんだよ」

　クークの父とうさんは、言いいながら、

　やけてきたさけに、みそだれをたっぷりとぬる。

　みそのかおりが、一いち面めんにしてきたらできあがり。

　それぞれ、お皿さらに取とって、あつあつを食たべる。

「こんなおいしいの、わたしはじめて」

　サーハの食たべるすがたを見みて、

　サーハの父とうさんも、うれしそう。
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「そうだね、父とうさんも、はじめてだよ。

　サーハ、みんなといっしょに来くることができて、

　本ほん当とうによかったなあ」

　[image: ]なべでにこんだ、ごろんと大おおきな

　丸まるごとキャベツもできあがっていた。

「〝ごろんキャベツ〟が、

　おいしそうにできたよ」
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　クークの父とうさんが、八やっつに切きって、

　スープ皿ざらに取とりわける。

　やわらかく、あまいキャベツもおいしくて、

　クークは、スープも、きれいに飲のんだ。




　[image: ]たっぷりと食たべた後あとには、デザート。

「さあ、〝おひさまケーキ〟だよ」

　クークの父とうさんが持もってきたのは、

　オレンジ色いろのケーキ。
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「きれいなオレンジ色いろだわ」

　クークたちは、ひとくち食たべてみて、

「あっ、にんじんで作つくったんだね」

「すごくおいしい！」

　ジュースを飲のみながら、おひさまケーキを

　食たべおわると、こんどは、かき氷ごおりだ。

　[image: ]ゲンゲンの父とうさんが、

　クーラーボックスに入いれてきた大おおきめの氷こおりで、

　かき氷ごおりを作つくりはじめた。

「さあさあ、〝スペシャルかき氷ごおり〟の時じ間かんだぞお。

　おきゃくさん！

　まっ茶ちゃかき氷ごおりと、いちごかき氷ごおり！

　どちらにしますかねえ。

　あずきとアイスクリームも、

　大だいサービスでつけとくよ」

「うわぁ、ごうか～」

　ゲンゲンは、ごくんと、のどをならす。

　クークは、まよったすえ、

「ぼく、まっ茶ちゃかき氷ごおりに、

　あずきのせてください」

「お、おれは、それに、アイスクリームものせる」

「わたしは、いちごかき氷ごおりに、アイスクリーム！」

「へい！　少しょう々しょう、おまちを！」

　と言いいながら、ゲンゲンの父とうさんが、

　てきぱきと作つくっていく。

「へい！　おまちどおさん」
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　クークたちは、もりあがったかき氷ごおりのうつわを、

　用よう心じんぶかく持もつと、そろそろと、

　ビーチパラソルのところまで持もっていった。

　それぞれ作つくってもらったかき氷ごおりを、

　ひとくち、ひとくち、目めを細ほそめて食たべる。

　ひとくち、ひとくち、海うみを見みながら食たべる。

[image: ]

　クークは、かき氷ごおりを食たべながら、

　波なみを、あきることなく見みつめた。
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「ぼく、波なみって好すき。

　何なん回かいも、おんなじことくり返かえしてさ。

　でも、おんなじ波なみって、いっこもないでしょ。

　それって、すごいね」

「わたしも波なみって好すき。

　小ちいさなあわになると、

　ようふくのレースみたいに、きれいなのよ」

「ああ、うまかった！」

　ゲンゲンは、うつわのそこにのこった

　かき氷ごおりを、ぐいっと、飲のんだ。

「おれは、波なみって遊あそべるから、好すきだぞ」

　とつぜん、クークが、歌うたいだした。

「♪何なにがあっても、

　おっきい波なみ、ちっちゃい波なみ、

　何なん回かい来きても、

　おっきい波なみ、ちっちゃい波なみ♪」

　サーハが、くすっとわらって、

　ちがうメロディーで歌うたいだした。

「♪何なにがあっても、

　おっきい波なみ、ちっちゃい波なみ、

　何なん回かい来きても、

　おっきい波なみ、ちっちゃい波なみ♪」

　ゲンゲンが、それにあわせておどりだす。

　それから、クークたちは、遊あそびながらも、

　水すい平へい線せんにつづく、まっ青さおな空そらと、

　海うみの青あおさをわすれないようにと、

　何なん度ども見みた。
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　　海うみからの おくりもの







　打うちよせる白しろい波なみを見みながら、

　クークは、いっしょに声こえを出だす。
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「ザザーッ、じょごじょご

　ザザーッ、じょごじょご」

　サーハもゲンゲンも、

　きれいな貝かいをひろったり、波なみと遊あそんだり。

　クークは、波なみにもまれて、

　きらっと光ひかるものを見みつけた。

　近ちかよって、ひろってみると、とうめいのびん。

　中なかに何なにか入はいっている。
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　ふたを開あけようとしたけれど、なかなか開あかない。

　父とうさんのところへ走はしった。

「よく見みつけたなあ。

　手て紙がみみたいなものが入はいってるよ」

「えーっ、海うみから来きたの？」

「海うみの流ながれが、いろんなものを運はこんでくるんだ。

　石いしや、海かいそうもあるし、

　なんぱ船せんのものもある」

「じゃあ、これは、なんぱ船せんからとどいたの？」

「さあ、どうかな」

　クークの父とうさんは、力ちからを入いれて、

　びんのふたをはずした。

「ずいぶんと長ながい間あいだ、

　海うみを流ながれていたんだろうな。

　ふたが、きつくなっていたよ」

　中なかから、取とりだしたふうとうには、

『ひろってくれた　だれかさんへ』

　と書かいてあった。
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　五ごセンチくらいのひとつぶのたねが、

　紙かみにくるまれて入はいっていた。
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　読よみおわったときは、

　うれしくてとびあがった。

「海うみからの、おくりものだあ」

「海うみは、だれかとだれかをつなぐのね。

　すばらしいわねぇ」

　と、クークの母かあさんが、かんげきしている。

「長ながい間あいだ、海うみを旅たびしていたんだろうなあ」

「えっ、そんな手て紙がみをひろうことができたの？

　ぼく、タロにへんじを書かくよ。

　すごいな、すごいな」

「うーん。この住じゅう所しょだけでとどくかどうか

　わからないけど、もしも手て紙がみがついたら、

　とてもよろこぶだろうな」

　クークの父とうさんが、のぞきこんで言いった。

「きっととどくんだよ。

　そして、いつか、タロに会あえるんだ」
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　クークは、信しんじてうたがわない。

　いつか会あえるかもしれないタロの手て紙がみ──。

「長ながい時じ間かんをかけて、

　クークにひろってもらうために、

　今日きょう、流ながれついた気きがするわ」

「おれも、そんな気きがするぞ。

　はじめて来きたクークが、ひろったんだ。

　それに、また来らい年ねんまで、

　来こないかもしれないんだぞ。

　すごいできごとだ。

　ひょっとしたら、タロってヤツに会あえるかもな。

　いいなあ」

「そうだわ。わたしたちもお手て紙がみ書かいて、

　びんに入いれて海うみに流ながす」

「おーっ、それいい！　おれ書かくぞ」

「ぼくも書かく。だれかにひろってもらう！」

「とうめいのびんがいるな」

　クークの父とうさんは、さっそく、

　にもつの中なかを、さがしはじめた。

　ありそうで、なかなか見みつからない。

「とうめいのびんは、一いっ本ぽんしかなかったよ」

　クークの父とうさんは、口くちの広ひろいジャムのびんを

　見みつけて、中なか身みを全ぜん部ぶ取とりだして、

　ボウルにうつしかえた。

　きれいにあらって、しっかりふいた。

　紙かみとえんぴつは、

　サーハの父とうさんが持もっていた。

「みんなの手て紙がみを、いっしょに入いれようね」

「うん。なんて書かこうかな。うれしいな」

「だれが読よむかわかんない手て紙がみを書かくって、

　かなりおもしろいぞ」
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　わいわい言いいながら、書かきだした。

「あ？　しっぱいしたあ」

　と、何なん度ども書かきなおす。

　紙かみが、なくなるころに、ようやく、

　みんなの手て紙がみは、かんせい。
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　三さんまいの手て紙がみを、細ほそくおって、紙かみにくるんだ。

　その紙かみには、

『北きたの町まちろくごうの森もりのゲンゲン、サーハ、クーク』と、

　今日きょうの日ひづけを書かいた。

　とうめいのびんの中なかに、手て紙がみを入いれると、

　ゲンゲンの父とうさんが、ぎゅっと、

　力ちからいっぱいふたをしめた。
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　クークたちは、波なみ打うちぎわで、びんに言いった。

「きっと、だれかに手て紙がみとどけてね」

　波なみにのせると、びんは、ゆうらゆうらと、

　波なみといっしょに打うちよせてきて、もどってきてしまった。

「行いきたくないのかな」

「もっと、遠とおくに、うかべたほうがいいかも」

「そっか」

　クークとサーハとゲンゲンは、うきわをつけると、

　ばしゃばしゃと泳およいで、

「ここなら、波なみにつかまらないよ」

　クークが、力ちからいっぱい遠とおくへなげた。

　バシャン！
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　びんは、クークたちが見み送おくる中なか、

　ぷあらぷあらと、うかんでいった。

「ずいぶん、ゆっくりだなあ」

「何なん日にちもかかって、あの水すい平へい線せんまで行いくんだよ」

「手て紙がみ、とどけてねーっ」

「もどんなよーっ」

　みんなで声こえをあわせて、

「手て紙がみ、とどけてねーっ」

「もどんなよーっ」
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　　かにの母かあさんを さがして







　クークの父とうさんが、

　大おおきなすいかを、すな浜はまに運はこんできた。
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「さあ、すいかわりをはじめるよ」

　みんな、うれしそうに集あつまってきた。

　さっそく、すいかわりのじゅんばんを、

　じゃんけんで決きめた。

　さいしょはサーハ。

　目めかくしをして、ぼうを持もって、

　くるくる三さん回かいまわされて、

「よし、ここからはじめーっ」

　サーハは、そろそろと、前まえに進すすむ。

「右みぎ、右みぎ！」

「あっ、行いきすぎ！」

「左ひだり、左ひだり」

　みんなのかけ声ごえにあわせて、すいかに近ちかづく。
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「行いけ！」

　ぼうをふりあげ、ばしっとふりおろす。

「ざんねん、からぶり」

　すいかの横よこのすなに、ばしっ。

　こんどは、クーク。

　目めかくしをして、三さん回かいまわされて、

　そろーり、そろーり、前まえに進すすんで、
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「よし、行いけ！」

　の、みんなの声こえに、

　クークは、ぼうをふりおろす。

　ばしっ！

「あーあ、からぶり」

「むずかしいなあ」

　こんどは、ゲンゲン。

「おれは、ぜったい、わるからな！」

　目めかくしをして、ぼうを持もつと、

　くるくる三さん回かいまわされて、

「ゲンゲン、いいよ！」

「まっすぐ！　まっすぐ」

「左ひだり、左ひだり」

　みんなのかけ声ごえをたよりに、ゲンゲンは進すすむ。

「止とまれ！」

　カンのいいゲンゲンは、ぴったりと、

　すいかの前まえで止とまった。

「行いくぞ」
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　ゲンゲンが、ぼうをふりおろそうとした、そのとき、

「待まって！」

　クークが、ゲンゲンをつきとばした。

　ぼうは、力ちからいっぱいすなをたたく。

「なんだよ！」

　と、ゲンゲンは、おこって目めかくしをはずした。

　みんなも、びっくりして集あつまった。

「ゲンゲン、ごめん。だって……」

　クークが、すいかを指ゆびさすと、

「わっ、かわいい」

[image: ]

　サーハがのぞきこむ。

　赤あかい小ちいさな、かにのこどもが、びっくりしたのか、

　すいかの上うえで、じっとしている。

「おー、あっぶねえ。おれ、もう少すこしで、

　こがに、つぶすとこだったのかあ」

　クークは、そっと、こがにをうでにのせた。

　ゲンゲンは、もう一いっ回かい、すいかわりをすることになって、

　こんどは、みごと命めい中ちゅう、

　まん中なかから、きれいにわれた。

　まっ赤かなすいかは、さっきまで、

　大おおきなクーラーボックスでひやしていたし、とてもあまそう。

「さあ、食たべよう」

　テーブルに持もっていくと、

　クークの母かあさんが切きりわける。
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　みんな、集あつまって

　食たべようとしたとき、

「ぼく、後あとで食たべる。

　かにの母かあさん、さがしてくる」

　クークは、こがにを手てにのせて、

　岩いわ場ばへ行いってみることにした。

　ひょっとしたら、母かあさんがにが、

　こがにをさがしているかもしれないと、

　クークは思おもった。

「わたしも、いっしょにさがすわ」

　サーハが追おいかけてきた。

「おーい、食たべないのか？

　せっかく、おれがわったんだぞ！」

「ゲンゲン、先さきに食たべてていいわ」

「早はやくさがさないと、母かあさんがにが

　いなくなっちゃうかもしれない」

　クークは言いいながら走はしった。
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「まったく、しょうがねえなあ」

　ゲンゲンは、しぶしぶ追おいかけてきた。

　石いしをよけて、のぞいたり、

　海かいそうや、貝かいがらをひっくり返かえしたりして、

　母かあさんがにをさがしたけれど、見みつからない。

「きっと、こがにが見みつからないから、

　母かあちゃんがには、海うみに帰かえっちゃったんだぞ。

　早はやく、すいか食たべにもどろうぜ」

「ゲンゲンは、もう、さがさなくていいわ。

　見みつからないかもしれないけど、

　母かあさんがには、ぜったいこどもをさがしてるもの」

　サーハが、耳みみをぴんと立たてて言いうと、

　ゲンゲンは、思おもわずしっぽをにぎって、

「おっかねえ。わかったよう。

　ちゃんとさがすよ」

　でも、なかなか見みつからない。

「おい、クーク。

　ひょっとしたら、

　はじめっから母かあちゃんいなくて、

　こいつが、一いっぴきだけで来きたのかもしれないぞ。

　だから、ムダかもしれないぞ」

　クークは、むうっとして、ゲンゲンをにらんだ。
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「そうかもしれないけど、

　そうでないかもしれない。

　だから、ぼくはさがしてみる。

　ゲンゲン、すいか食たべてていいよ」

「なんだよ。おればっかり

　悪わるものみたいな言いい方かたして。

　おれだって、本ほん当とうは、こいつの母かあちゃん、

　見みつかればいいと思おもってるんだ」

「だったら、さがして！」

　サーハの一ひと言ことでゲンゲンは小ちいさくなった。
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「わかったよう。

　もし、すいかがまずくなってたら、

　クークのせいだからな」

　と、ゲンゲンは、ぶつぶつ言いいながら、さがしはじめた。

　クークは思おもった。

　──もしも、母かあさんが、こがにをさがしてて、

　見みつからなかったら、さがすのやめるのかな。

　もしも、ぼくが、こがにだったら、母かあさんをさがすよ。

　見みつかるまで何なん日にちかかっても、ずっとさがす──

　クークは、こがにを見みつめた。

　小ちいさな小ちいさな目めで、こがにはクークを見みた。
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　──ひょっとしたら、ゲンゲンの言いうとおりに、

　はじめから母かあさんいないのかな。

　それとも、見みつからないからって海うみに帰かえったのかな。

　もし、そうなら、どうしよう。

　海うみって、こんなに大おおきいよ。

　ぼくだって、大おおきすぎてびっくりしてるのに、

　こんなに小ちいさいかにが、海うみの中なかで、

　どうやって母かあさん、さがすの？──

　クークは、岩いわ場ばをはなれて、

　広ひろいすな浜はまを見みつめた。

　クークは、むねが、きゅんとして、

　せつなくなった。

　──ぼくって、ちっちゃい。

　こがには、もっとちっちゃい──

　白しろい波なみが、打うちよせては、すうっと引ひいていく。

　そのとき、ぷちんと赤あかく小ちいさなものが、

　すな浜はまに見みえた。

　それは、ちっとも動うごかないで、

　じっとしている。

　クークは、はっとした。

　近ちかくによってみた。

「あっ、かにだ。

　ひょっとして、母かあさんがに？」

　こがにを、そっと、すな浜はまに下おろした。

　大おおきなかには、こがにを見みて、

　手てを何なん度どもゆらして、近ちかづいてきた。

「母かあさんがに、見みつかったよ！」

　クークの大おお声ごえに、サーハもゲンゲンも走はしってきた。

　クークは、うれしくて、ぽろっと、なみだが出でた。
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「よかった！」

「母かあさんがにも、ずっとさがしていたのね」

「おれも、いっしょにさがしたぞ」

　母かあさんがにと、こがには、白しろい波なみに向むかっていく。

　そして、一いち度どふり返かえって、クークたちを見みた。

　それから、波なみにもまれて見みえなくなった。







　　海うみの話はなし







「そうだ、すいか！」

　ゲンゲンが思おもいだして走はしりだした。

　クークもサーハも後あとを追おう。テーブルの上うえには、

　まっ赤かな〝大おおきなすいか〟。

「あまくておいしいわ」

「すげえな。こんなおいしいのはじめてだぞ」

「ぼくも、はじめて！」
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　[image: ]食たべている横よこで、クークの母かあさんが、

　すいかのかわをむいて、

　白しろいところを、うす切ぎりにしていた。

「母かあさん、かわの白しろいところって、

　何なにするの？」

　クークが聞きくと、母かあさんは、

　白しろいところを、ビニールのふくろに

　入いれながら言いった。

「すいかのピクルスにしようと思おもってね」

　たれを作つくって、ふくろの中なかに入いれた。
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　十じゅっ回かいくらい、もみもみすると、

　クークたちの目めの前まえにおいた。

「三さん十じゅっ分ぷんくらい、このままにしておけば、おいしいのができあがりよ」

「なんだか、かぶみたいだし、だいこんみたいだし、

　すいかだなんて、ぜったいわかんないね」

「そうだな」

　ゲンゲンは、ちらっと見みたけれど、すいかを食たべるのに夢む中ちゅう。

　食たべおわると、

「おれ、もう一いっ回かい、岩いわ場ばに行いってみる！」

　と、走はしりだした。

　サーハは、食たべおわると、

　すな浜はまで何なにかをひろいはじめた。

　クークも、すな浜はまに行いってみた。

「サーハ、何なにしてるの？」

「貝かいひろいよ。ほら見みて！」

　サーハの手てには、小ちいさな貝かいがら。

　まわりをゆっくり見みると、

　いろんな貝かいがらが打うちあげられている。

「サーハ、ひろって持もってかえるの？」

「そうよ。箱はこにつけて、

　貝かいがらの箱はこにするの。

　それから、ガラスのお皿さらに入いれて、

　かざったりするの」
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「へえ。すごくいいね。

　ぼくも、集あつめよう」

「いろんな貝かいが、たくさんあるね」

「このまっ白しろい貝かい、きれい」

「ほんとだ。わっ、

　こんなちっちゃいのもある」

　クークも夢む中ちゅうになって貝かいひろい。

「おっ、たくさんひろったな」

　サーハの父とうさんだ。

「父とうさんもひろって、病びょう院いんにかざろうかな」

「あっ、わたしわかったわ。

　入にゅう院いんしているかんじゃさんに、

　夏なつの海うみをとどけてあげるのね。

　わたしも手て伝つだう」

「ぼくも手て伝つだう」

　サーハが、ビニールのふくろを持もってきて、

　その中なかに、たくさんの貝かいがらを入いれた。

　クークが、ふと海うみを見みると、

　遠とおくに船ふねが見みえた。

「わあ、どこに行いくのかな」

「遠とおい国くにに行いくのかもしれないわ」

「あれは、たぶん魚さかなをとる船ふねだよ」

　と、サーハの父とうさん。
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「わたし、船ふねにのってみたいな」

「ぼくも、のってみたい。

　海うみのまん中なかに行いってみたい」

「まわりが全ぜん部ぶ、海うみって、

　どんな感かんじかなあ」

　サーハとクークは、

　海うみのまん中なかにいることをそうぞうした。

　いろんな魚さかなに、会あえるような気きがした。

「魚さかなって、ずっと、海うみん中なかでしょ。

　鳥とりみたいに、とびたいって思おもうかな。

　ぼくは思おもうよ」

「わたしも、ときどき、鳥とりみたいに、

　山やまの上うえに行いってみたいなって思おもうわ。

　秋あきになって、木この葉はがまっ赤かになったら、

　木きの上うえまで、とんでいって、

　赤あかい葉はっぱの中なかにうもれてみるの」

「空そらをとぶ魚さかなもいるんだよ」

　と、サーハの父とうさんが言いうと、

　クークもサーハもびっくり。

「トビウオは、百ひゃくメートルもとぶんだよ」

「えーっ、すごい。鳥とり魚ざかななの？」

「トビウオのひれは、

　鳥とりのつばさみたいだからね」

　サーハの父とうさんは、すな浜はまに

　トビウオの絵えをかいた。
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「へえ。トビウオってさ、

　むかし、むかしは、

　鳥とりだったのかもしれない」

「わたしもそう思おもう。

　それでね、きっと、何なにかがあって、

　海うみにすむことになったの」

「うん。でもときどきは、

　空そらを思おもいだすから、空そらをとぶんだよ」

　クークと、サーハの話はなしを、

　楽たのしそうに聞きくと、

　サーハの父とうさんは、すな浜はまに

　絵えをかきだした。

「空そらとぶイカもいるんだ。

　トビイカっていうのは、

　数すう十じゅうメートルはとぶ」
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「イカが空そらとぶって、かっこいいな」

　クークは、イカがとぶところを

　そうぞうした。

「そういえば、イカって、

　ロケットみたいね」

　サーハは、すな浜はまに

　イカが、とぶところをかいた。

　クークもかいた。

　大おおきな白しろい波なみが、ざーっと来きて、

　ぷちぷちと音おとをたて、

　かいたばかりのイカを

　さらっていった。

「これは何なにか、知しってるかな？」

　サーハの父とうさんが、ふしぎな魚さかなをかいた。
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「何なに？　魚さかなに手てと足あしが、はえてるみたい」

「そうだよ。手てと足あしみたいなのが、

　ひれなんだ。

　これは、魚さかなのくせに、せぼねがなくて、

　食たべると、まずいらしい」

「へんな魚さかな！」

「なんていう名な前まえ？」

「シーラカンスといってね、

　三さん億おく年ねん前まえから生いきてるんだよ」

　クークも、サーハも、

　おもしろがって、

　シーラカンスをかいてみた。
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　波なみが来きて、また、シーラカンスを

　さらっていった。







　　海うみと花はな火びとバーベキュー







「夕ゆうごはんだよ！」

　クークの父とうさんのひと声こえに、おなかが、

　ぺこぺこのクークたちは、すぐに集あつまってきた。

　ごちそうがいっぱいならんでいる。

　お皿さらにのせて、たき火びのまわりにすわって食たべる。

　大おおきな皿さらには、色いろとりどりのやさいが、たっぷり。
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　トマトやきゅうり、にんじん、かぶ、パプリカ。

　全ぜん部ぶ、丸まるかじりだ。

「おれ、パプリカも、にんじんも

　きらいなのに、なんだか、うまいな。

　丸まるかじりだからかな。

　海うみで食たべるからかな」
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「ほんとだね。母かあちゃんも、

　いつもより、うーんとおいしいよ」

　と、ゲンゲンの母かあさん。

　さっき、作つくったすいかピクルス。

　スモークしたたまごやチーズ。

　一いち番ばん人にん気きは、クークの父とうさんとくせいのカレーライス。

　夕ゆう方がた、まだ明あかるいうちから始はじまった夕ゆう食しょくも、

　気きがつけば、あたりはうす暗ぐらく、

　のんびりゆったりの食しょく事じは、まだまだつづく。

　ぷーんと、いいにおいがしてきた。

　[image: ]バーベキューだ。

　クークの父とうさんが、大おおきな声こえをはりあげた。

「ほら、やけたぞ、やけたぞ！

　取とりにおいで！」
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　とうもろこしと、かぼちゃを

　ゲンゲンは、お皿さらに入いれてもらった。

　サーハは、ジュッと、やきあがったホタテ。

　クークは、イカとなすをお皿さらにのせてもらう。

[image: ]

　あつあつに、しょうゆをかけて食たべる。

　じゃがいもも、さつまいもも、

　はふはふ言いいながら食たべる。

　クークの父とうさんも、やきながら、

　もりもり食たべる。

　何なん度ども、みんなは、お皿さらをかかえて、

　バーベキューを取とりにいく。

　こんどは何なにが、やけたかなと、

　行いくのも楽たのしみ。
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　バーベキューのまわりは、

　いいにおいと、わらいがあふれていた。

　[image: ]デザートは、色いろとりどりのくだもの。

　いちご、パイナップル、ブルーベリー、

　グレープフルーツ、バナナ、キウイ。
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「ヨーグルトをかけたかったら、どうぞ」

　と、クークの母かあさん。

　横よこには、はちみつもおいてある。

　クークは、全ぜん部ぶを少すこしずつお皿さらに入いれて、

　ヨーグルトをたっぷりとかけ、

　はちみつもかけると、

　とっておきのえがおで食たべはじめた。

　波なみの音おとを聞ききながらの、ゆったりとした夕ゆうごはんが

　おわったころ、空そらには、まん天てんの星ほしが、かがやいていた。

「しおのかおりが、うーんとするなあ」

　サーハの父とうさんが、大おおきく息いきをすいながら言いった。

「ふんわり風かぜも、いい気き持もちねえ」

　クークの母かあさんも、目めをつむって、風かぜを感かんじる。




「そろそろ、花はな火びをしようか」

　と、ゲンゲンの父とうさん。

　いろんなしゅるいの花はな火びをならべた。

「うわあ、どれにしようかな」

　クークとゲンゲンとサーハは、

　まよったけれど、

　一いっ本ぽんずつ取とって、ろうそくの火ひに近ちかづける。

　クークは、せんこう花はな火びが大だい好すき。
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　ジューッと玉たまができて、

　シュシュ、シュシュシュシュ、

　花はながさいたみたいに、にぎやかになって、

　シュ、シュ、シュ……ぽとん。

「あっ、落おちちゃった」

　クークは、また、せんこう花はな火び。

「クーク、そればっかりだな」

「うん。ぼく、花はな火びの中なかで、

　これが一いち番ばん好すきなんだ」

　ゲンゲンは、ふき出だし花はな火びが大だい好すき。

　シュルシュルシュル。

　火ひ花ばなが、いきおいよくふきあがる。

「うおーっ。すげえ！」
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　サーハは、はり金がねや竹たけひごで作つくってある、

　ぼうの花はな火び。

　シューッ、色いろとりどりの花はなが、ほとばしるよう。

「すごく、きれい！」

　ゲンゲンが、こっそりクークの後うしろに行いって、

　丸まるい花はな火びに、火ひをつけた。

「クーク、後うしろ見みろ！」

　丸まるい玉たまは、にょろにょろと動うごきながら、

　ヘビのようにのびていく。

「ぎゃーっ、ヘビ玉だまだあ」

　クークはとびあがってにげた。
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　ゲンゲンの父とうさんは、間かんかくをあけて、

　連れん発ぱつ打うち上あげ花はな火びを、すな浜はまにセットすると、

　じゅんばんに火ひをつけた。

　シューッパチパチ！
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　シューッ！

　シューッ！

「きれいねぇ」

　みんな、見みとれて、大だいはくしゅ。

　海うみべの花はな火びは、波なみの音おとと、

　しおのかおりにつつまれて、

　いっそうきれいに火ひ花ばなをちらす。
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　　もっと 友ともだち







　夜よるの海うみは、昼ひるとはちがう顔かおをしている。

　クークと、ゲンゲンは流りゅう木ぼくにすわって、

　月つき明あかりの海うみをながめていた。
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「おい、クーク。

　あの海うみん中なかから、ざばーって、

　黒くろい大おおきなかいじゅう出でてきそうだな」

　クークは、じっと目めをこらして、

　まっ暗くらい海うみを見みた。

　黒くろい波なみのうねりが、かいじゅうの

　手てのように思おもえた。
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「夜よるの海うみって、こわいけど、はく力りょくあるね」

　そこへ、サーハとサーハの父とうさんも

　やって来きた。

「うーん、しおのかおり。

　夜よるの海うみもいいなあ」

　と、サーハの父とうさん。

　サーハも、思おもいきりしんこきゅうして、

「海うみって、行いっても行いっても、ずっと海うみ！」

「大おおきいよりも、大おおきいぞ」

「山やまが百ひゃっこ入はいるくらい大おおきいの？」

　クークが聞きくと、サーハの父とうさんは、

「いやいや、もっともっと。

　地ち球きゅうの七なな十じゅっパーセントは海うみなんだよ」

「そんなに海うみばっかり？」

　と、みんなでびっくり。
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「だから、地ち球きゅうはとてもきれいで、

　水みずのわく星せいとよばれているんだ」

「すごく、きれいな星ほしに、わたしたちいるのね」

「おれ、地ち球きゅうでよかった！」

「ぼくも。でも、あの月つきにも住すんでみたい」

「おい、クーク。月つきに、はちみつないぞ」

「そっか。はちみつ持もって、

　ちょっとだけ行いってみたいな」

　サーハの父とうさんがわらいながら、

「海うみの水みずを全ぜん部ぶ集あつめて、もしも、

　水みずの橋はしを作つくったら、月つきまで橋はしをかけられる。

　それくらい海うみの水みずはたくさんあるんだよ」
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「えっ。そうしたら、海うみの魚さかなたちも、月つきに行いけるわ」

「ほんとだあ。ぼくの好すきなサケも」

「クジラも、イルカもだぞ」

　みんなは、水みずの橋はしを

　わたって、

　月つきへ行いく魚さかなたちを

　そうぞうした。
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　それは、すごくきれいにちがいないと思おもった。

「もし、そうなったら、海うみは、すっからかん。

　ねぇ、海うみには、そこがあるの？」

「ばっか、クーク。そこがないわけないだろ」

「やっぱり。どんなそこ？」

「きっとな、かたい岩いわだぞ」

「海うみのそこには、山やまも林はやしもある。

　コンブやワカメが海うみの林はやしになっていて、

　コンブの中なかには、三さん十じゅうメートルに

　なるものもあるんだよ」
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　と、サーハの父とうさんが教おしえてくれた。

「そのコンブ一いっ本ぽんあったら何なん年ねんも食たべられるぞ」

「みんなで、わけっこしても、ずっと食たべられるね」

　海うみのことを話はなしていたら、

　どんどん、くうそうが広ひろがっていく。

　みんな、海うみが大だい好すきになっていた。

　クークは、サーハにささやいた。

「ねぇ、サーハの父とうさんって、

　海うみのことよく知しってるね」

　サーハは、くすっとわらって、

「父とうさん、海うみが大だい好すきで、こどものとき、

　いっぱいべんきょうしたんだって」

「へぇ。こどものとき？」

　ゲンゲンとクークは感かん心しんした。




　いつもなら、とっくにねている時じ間かん。

　クークもサーハもゲンゲンも、そのうち、

　目めをこすりこすり……そして、

　もうねむくて、ねむくて、ふあっと、あくび。

　でも、海うみにいるのが、うれしくて、

　だれも、ねようとは言いいださない。

「もう、テントに入はいって、ねるといいよ」

　と、サーハの父とうさんに言いわれてようやく、

「あっ、そうだ。

　テントでねるのって、はじめてだ」
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　みんな、とびあがって、テントに向むかった。

　赤あかい大おおきなテントのとなり。

　三さん角かくの青あおい小ちいさなテントが、

　クークたちのねるところ。
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「おれ、ねむれるかなあ」

「なんだか、目めがさめちゃった」

「おもしろそう」

　どきどきしながら、入いり口ぐちをくぐって中なかに入はいると、

　タオルケットが、三さん枚まいおいてある。

　大おおきめの、ランタンの形かたちをした

　かいちゅうでんとうのライトが、

　テントの中なかをやわらかく、てらしている。

　ごろんとねてみる。

「あれ？　ねると広ひろく感かんじるぞ」

「うん。ふしぎだね。全ぜん部ぶおなじ色いろだからかな」

「そうかも。天てんじょうも高たかく感かんじちゃう」

「ねるのも、遊あそびのつづきみたい」

　タオルケットを、おなかにかける。

「テントの中なかで、海うみのにおいと、

　波なみの音おとを聞ききながら、ねるなんて、夢ゆめみたいね！」
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「楽たのしいことしてると、あっという間まだなあ」

　クークは、天てんじょうに向むかって、

　ぐんと、手てをのばしながら言いった。

　ゲンゲンが、あくびをしながら、

「だろう？　だからすぐ、明日あしたになるぞ。

　そしたら、帰かえるんだぞ」

「もっといたいわ」

「ぼくも。あさって、帰かえればいいのに」

　と言いいながらクークは、とろんとしてきた。

「なんだか、ねるのもったいないわ」

「なんかしようぜ」

　ゲンゲンがおきて、サーハもおきた。

「おい、クーク！　クーク！」

「ふにゃ？」
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　クークは、いつのまにか、うとうと。

「クーク、ここでねるのはもったいないぞ」

「ふんにゃ」

「だから、遊あそぶぞ！　おきろ！」

「ふにゃ！」

　クークは、目めをこすりこすり、おきてすわった。

「にゃにするの？」

　ねぼけまなこのクーク。

「おれに、まかせとけ。

　タオルケットを、頭あたまからかぶるんだ」

　ゲンゲンが、タオルケットを頭あたまからかぶると、

　サーハもクークも、言いわれたとおりに頭あたまからかぶる。

　床ゆかのまん中なかに、かいちゅうでんとうをおく。
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「うわっ、おもしろい感かんじ」

「これから先さき、何なにするの？」

　ようやく、目めがさめたクークが聞きく。

「これから先さきは考かんがえてない」

「ふふっ。じゃあ！」

　と言いってサーハが、かいちゅうでんとうをけした。

「うわぁ」

　まっくらになり、聞きこえるのは波なみの音おとだけ。

「しずかぁ──」

「よし！　こんなときは、

　だれにも話はなしたことのない話はなしをするんだ」

「そうね。今いまから話はなすことは、

　だれにも言いわないって、やくそく！」

「今いま、このテントの中なかだけのひみつにする！」

「うん。テントの中なかのひみつ。

　なんだか、楽たのしいね」
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　クークはわくわくしてきた。

　みんな、目めをらんらんとかがやかせて、

　どんなひみつの話はなしをするか、考かんがえた。

　ゲンゲンが、まっ先さきに話はなしだした。

「おれは、父とうちゃんのだいじな宝たから物ものをこわした。

　木きでできたきつねの置おき物もので、

　おれのベッドの下したにかくしてある」

「ぼくは、ときどき、家いえのレストランのそうこに入はいって、

　はちみつのつぼを、ちょこっと開あけて、ちょこっとなめてる」

「わたしは、父とうさんのつくえのひき出だしに入はいってた

　母かあさんからの手て紙がみ読よんじゃった」
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「えっ、なんて書かいてあったんだ？」

「ふふっ。そんなの、ひみつよ」

「うわぁ、ひみつの中なかのひみつだね」

　クークとゲンゲンとサーハは、

　たがいのひみつを言いいあって、

　もっともっと、友ともだちになったみたいに

　うれしくなった。

　テントから出でたら、

　ぜったいに、だれにも言いわないぞとちかった。

　たくさん、遊あそんだ後あとのねむりは深ふかく、

　クークと、サーハと、ゲンゲンは、

　夢ゆめの中なかで波なみの音おと。
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　ザザーッ、ザザーッ。

　いつまでもつづく、波なみの音おと。

　月つき明あかりが、夜よるの海うみに

　金きん色いろの道みちを作つくっている。

　夏なつは、もう少すこしつづきそう──。
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[image: クークと父さんの料理の作り方]
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